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事業名 
              じぇいあーるとうかいとうかいどうほんせんとう   

ＪＲ東海東海道本線等 
事業

区分
街路（連立） 

事業 

主体 
愛知県 

起終点 

   あいちけん がまごおりし みやちょうひらぐち 
 自：愛知県蒲郡市三谷町平口 

あいちけん がまごおりし たけやちょうあぶらい 
 至：愛知県蒲郡市竹谷町油井 

延長 ６．６ｋｍ

事業概要  

 愛知県蒲郡市の中心部を東西に横断するＪＲ東海東海道本線・名鉄蒲郡線の平面鉄道は、市街地を南

北に分断し、土地利用や都市活動の著しい障害となっている。本事業は、蒲郡駅を中心に、ＪＲ東海東海

道本線を4.3km、名鉄蒲郡線を2.3km、総延長6.6kmの鉄道を高架化するものであり、１６箇所の踏切を除

却することにより踏切遮断による交通渋滞を解消するとともに市街地の一体的発展を図るものである。 

Ｈ２年度事業化 Ｓ６３年度都市計画決定 

 

Ｈ２年度用地着手  Ｈ３年度工事着手 

全体事業費 約４５４億円 事業進捗率 ７１％ 供用済延長 ｍ

計画交通量  ８７，０００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用  総便益  基準年  費用便益比 

１．２     ４０８億円 

連立事業費：  ４０２億円

関連道路整備費：５．５億円

維持管理費： ０．６８億円

      ４８１億円 

 移動時間短縮便益：  ４５０億円 

 走行経費減少便益：    ２４億円 

 交通事故減少便益：  ６．４億円 

 平成１６年 

事業の効果等  

・個性ある地域の形成（鉄道による地域分断が解消され、南北市街地の均衡ある発展が図られる。） 
・円滑なモビリティーの確保（踏切が無くなることにより、道路交通が円滑になり、かつ踏切事故が解消

される。） 
関係する地方公共団体等の意見  

 地域分断の解消、市街地のより一層の発展のためにも地元蒲郡市からも早期完成が望まれています。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

蒲郡駅付近は国道23号・247号など広域的なアクセスを担う道路が走るとともに、湾岸部では大規模工
業施設のほか、競艇場や竹島、ラグーナ蒲郡など娯楽・観光施設を有し、自動車交通は今後も増加傾向に

あるため、早期の整備が望まれており、事業の必要性が増大しています。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  

 現在、３線（ＪＲ上り線、ＪＲ下り線及び名鉄線）のうち名鉄線とＪＲ下り線の２線が完成している。

 残事業は、ＪＲ上り線高架工事、駅施設整備、仮線等撤去工事、関連側道・交差道路工事など。 
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

用地買収や建物補償に際し協議が難航し、事業が長期化した。今後の工事においては、平成１７年度の

上り線高架完成の後、仮線等撤去工事、関連側道・交差道路工事を行い、平成１９年度事業完了を目標と

している。 
施設の構造や工法の変更等  

今後の工事については新工法による大規模なコスト縮減はないが、再生材の使用等によりコスト縮減を

図るとともに、「あいくる材」の積極的な活用等により環境負荷の低減に努める。 
対応方針  事業継続 

事業概要図  
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